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完成した大和橋

昭
和
十
年
十
月
に
開

通
し
た
大
和
橋
は
、
上

老
松
と
下
須
戒
を
結
ぶ

連
結
構
と
し
て
、
四
十

八
年
間
つ
と
め
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
型
車
両
や
通
行

量
の
増
加
に
と
も
な
い
、

老
朽
化
が
進
み
、
県
が

昭
和
五
十
五
年
か
ら
掛

け
替
え
工
事
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
装
い
新
た

に
完
成
し
て
、
幅
も
広

く
な
り
、
地
元
の
皆
さ

ん
や
多
く
の
利
用
者
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
、
二
億

八
千
二
百
十
五
万
円
で
、

長
さ
一
四
六
・
九
六
日
、

幅
六

M
で
、
橋
の
型
式

は
単
純
活
荷
重
合
成
鋼

板
桁
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。ご

の
橋
は
、
県
道
大

洲

1
長
浜
線
と
交
さ
し
、

県
道
長
浜

1
保
内
線
の

入
口
と
し
て
、
ま
た
、

金
山
出
石
寺
へ
参
拝
す

る
観
光
客
や
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
道
路

の
橋
と
し
て
、
た
い
へ

ん
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
し
ょ
う
。
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生産原価と販売単価の割合
(水をつくるお金) (いただくお金)

水道料金改定

。
昭和56年度。

首

84円3銭-67円88銭一 16円15銭
1m'当り 1m'当り ，r;;;;--石、
生産原価 販売単価 にのナ/

町
民
の
皆
さ
ん
、

安
く
て
き
れ
い
な

水
を
供
給
す
る
た

め
に
、
経
費
の
節

減
や
古
く
な
っ
た

施
設
の
整
備
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
大
幅
な
電

気
料
金
の
引
上
げ

や
物
価
の
高
騰
な

ど
に
よ
っ
て
、
水

道
経
営
が
非
常
に

む
つ
か
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

今
後
、
水
道
事

業
を
み
な
お
し
て
、

水
源
の
確
保
や
安

定
給
水
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考

全
国
、
あ
る
い
は
県
下
の
水
道
料
金

の
状
況
を
み
て
み
ま
す
と
、
全
国
平
均

が
九
百
七
十
三
円
十
銭
、
給
水
人
口
別

で
は
本
町
の
場
合
、
五
千
人
か
ら
一
万

丘
千
人
の
ラ
ン
ク
に
入
る
の
で
、
全
国

平
均
で
千
八
十
九
円
六
十
銭
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
計
画
し
て
い
る
改
定

料
金
は
八
百
円
で
す
。
こ
れ
は
、
全
国

平
均
か
ら
み
て
も
給
ぶ
人
口
ラ
ン
ク
か

ら
考
え
て
も
低
い
と
い
H7
こ
と
で
す
。

県
下
の
状
況
は
、
二
十
九
市
町
付
で

最
高
が
千
七
百
円
、
日
長
低
が
四
百
円
程

度
に
な
っ
て
お
り
、
給
水
人
口
の
多
い

都
市
は
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
八
百
円
と
い
う
の

は
、
中
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
水
道
の
水
を
作

る
む
金
と
い
た
だ
く
お
金
(
使
用
料
金
)

の
割
合
を
み
て
い
た
だ
い
て
も
、
お
わ

か
り
の
よ
う
に
つ
り
合
い
が
と
れ
、
ず
、

苦
し
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
改
定
に
つ

い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水

道

の

実

情

長
浜
地
反
は
、
地
形
の
関
係
で
真
水

が
少
な
く
、
ゎ
、
ず
か
に
山
の
近
く
に
い

く
つ
か
の
井
戸
が
あ
る
だ
け
で
、
水
の

確
保
に
は
昔
か
ら
頭
を
痛
め
て
き
ま
し

た
。
大
正
十
四
年
、

A
7
坊
地
区
の
幸
口

川
を
ダ
ム
で
せ
き
止

め
、
築
地
の
上
に
長

浜
浄
水
場
を
つ
く
り
、

旧
長
浜
町
に
給
水
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
村
合

併
な
ど
に
よ
り
給
水

区
域
の
拡
張
に
せ
ま

ら
れ
、
そ
れ
ま
で
谷

川
の
水
や
、
簡
易
水

道
を
利
用
し
て
い
た

地
域
に
も
給
水
す
る

た
め
に
、
以
前
よ
り

大
き
な
上
水
道
を
作

る
は
こ
び
と
な
り
、

昭
和
四
十
年
四
月
、

柴
浄
水
場
が
完
成
し

て
、
現
在
皆
さ
ん
の

台
所
に
給
水
し
て
い

ま
す
。し

か
し
、
町
内
に

は
ま
だ
ま
だ
古
い
昔

の
管
も
残
っ
て
い
て

漏
水
や
赤
水
が
年
ご

と
に
出
や
す
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
ま
た
、

海
岸
沿
い
の
今
坊
、

櫛
生
、
出
海
な
ど
、

小
さ
な
川
よ
り
水
を

取
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
「
水
が
足
り
な

い
し
な
ど
と
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
を
、
一
つ

一
つ
解
決
し
て
、
に

〔
見
込
]

1

1

;

いい'一年

日
以
以
内
見
込
町
…
…
…
…
…

ω
仰
い
一
町

水道の収支はこのようになっています。

~収入(水道使用料など)

仁コ支出(家庭ヘ給水するため使った金)
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ご 家

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の

四
月
徴
収
分
か
ら
、

水
道
使
用
料
を
改

定
し
て
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
、

安
定
し
た
水
道
経

営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。本

紙
で
、
水
道

の
運
営
や
実
情
に

つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
ま
と

め
て
み
ま
し
た
の

で
、
こ
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

紙一 一一

いつでもきれいま本を

幽霊園水道料金改定時間一回一一

f
町
民
の
皆
さ
ん
の
水
道
に
対
す
る
要

望
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要

で
す
。
国
や
県
と
相
談
し
て
、
で
き
る

限
り
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
長
浜

町
の
し
し
水
道
を
育
て
る
気
持
ち
で
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
水
道
は

育
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

で
き
る
限
り
、
水
道
使
用
料
金
を
そ

の
ま
ま
す
え
お
い
て
水
を
送
ろ
う
と
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
五
十
五
年
四
月
、

大
幅
な
電
気
料
金
の
改
定
、
さ
ら
に
は

年
々
古
く
な
る
管
の
取
替
え
工
事
や
、

洗
濯
機
、
湯
わ
か
し
器
な
ど
一
度
に
水

を
使
う
器
具
が
増
え
て
き
た
た
め
に
新

た
に
管
を
入
れ
る
工
事
費
が
大
き
な
負

軍""密密室

担
と
な
っ
て
限
度
に
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
本
道

に
対
す
る
要
望
は
、
ま
す
ま
す
強
ま
る

ば
か
り
で
す
。

水
道
は
、
背
さ
ん
か
ら
の
使
用
料
金

で
な
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

変
り
な
く
水
を
送
り
続
け
る
た
め
に
は
、

お
下
の
表
を
み
て
も
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
水
道
使
用
料
を
改
定
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
も

や
む
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
の

水

道

の

運
営

快
適
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
ぶ
が
-

4

合
必
要
な
も
の
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
の
上
水
道
は
、
県

F
長
大
の

河
川
肱
川
の
ん
小
を
水
源
と
し
て
、
柴

浄
ぶ
場
か
ら
旧
長
浜
町
を
中
心
と
し
て
、

沖
浦
、
白
滝
、
柴
、
大
和
の

A

部
(
平
た

ん
14
凶
)
に
配
水
し
て
い
ま
す
。
一
か
所

の
浄
ぷ
場
で
は
十
分
で
な
く
、
長
浜
浄

水
場
(
築
地
の
上
)
、
大
和
浄
水
場
(
下

須
戒
前
奥
)
の
二
か
所
が
一
体
と
な
っ

て
配
水
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
浄
水
場
の
施
設
は
年
々

古
く
な
っ
て
お
り
、
機
器
の
取
答
え
や
、

施
設
の
整
備
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
配
水
管
が
古
く
な
っ
て
く
る

と
、
水
の
出
が
恕
く
な
っ
た
り
、
赤
水

が
山
山
や
す
く
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

新
し
い
管
に
取
替
え
た
り
、
そ
れ
で
も

な
合
漏
水
か
所
が
あ
る
と
、
大
切
な
水

で
す
か
ら
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
修

理
し
て
い
ま
す
。

配
水
管
に
は
、
消
火
栓
、
制
水
弁
、

川
を
わ
た
る
水
管
橋
な
ど
が
あ
り
、
常

に
整
備
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
道
課
職
員
一
丸
と
な

っ
て
、
水
道
施
設
を
懸
命
に
守
っ
て
い

ま
す
が
、
古
く
な
っ
た
施
設
が
多
い
だ

け
に
そ
の
苦
労
は
た
い
へ
ん
で
す
。
け

れ
ど
も
町
民
の
皆
ミ
ん
の
台
所
へ
直
結

す
る
生
活
用
水

で
あ
る
た
め
、

最
善
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

ド
ド
レ
ニ
、
レ
ト
一
什
実

E

j

ノ

Z

に
は
特
に
気
を

配
り
、
き
め
ら

れ
た
方
法
に
よ

っ
て
検
査
を
繰

返
し
行
っ
て
お

り
、
生
活
用
ぶ

で
あ
る
た
め
皆

さ
ん
に
、
ご
迷

惑
を
か
け
な
い

よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

限
り
あ
る
水

を
大
切
に
使
う

た
め
、
皆
さ
ん

に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。

h
gヘ
コ
円
レ
ト
二
一
J

d
哩
主
小
ア

l
J

い
て
、
メ
ー
タ

器
か
ら
内
側

は
、
個
人
の
所

有
物
に
な
り
ま

す
。
十
分
管
理
ム

し
て
、
漏
水
か

所
の
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

@
水
道
工
事

は
、
個
人
で
施

工
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
町
の
公
認
指
定
水
道
工

事
凶
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

議
会
第
四
固
定
例
会
で
、
長
浜
町
上
本

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
こ
の
四
月
徴
収
の
水
道
使
用
料
か

ら
、
次
表
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

水
道
使
用
料
の
改
定

十
二
月
卜
七
円
か
ら
閉
会
さ
れ
た
町

( 1 y-iまたは 1世帯 1か月分)

専会 用 士f玉A 連用栓・共用栓 特 日リ 十全

基本料金 従量料金 基本料金 従量料金 船舶用 臨時用

13% 800円
11m' 以上

13明n650円
11m'以上 基本料金1m'につ

16% 960円
1 m3 につ

16% 750円
1m'につ き 110円 は専用栓

20% 1，100円 き 110円 20% 810円 き 110円 と同額と l

25% 1、290円 25% 910fTJ し、 11m'

30% 1，940円 lJ上1m'

40mk 2，750円 にっき

50mk 4，190円 120円

75% 7， 910fl~ 

備考 1. 2世帯以上が生活する住宅で、受水槽を設置している場合

は、上記によらず、基本料金50ばまで 4，000円とし、 51m'以上 1

m'につき 110円とする。ただし、町営住宅については、各戸に

設置したメーター器により L記専用栓料金を適用する。
つ 公衆浴場用は基本料金 100ばまで 5.000円とし、 101m'以上

1m'につき 60円とする。

水 道使用料金表
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議

第4固定例会

h、
A 

長
浜
町
議
会
第
問
回
定
例
会
は
、
昨
年
十

二
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
問

H
聞
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
も
の

は
、
昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
の
決
算
、
今
年
度
会
計
の
補
正
予
算
、

請
負
契
約
の
締
結
案
件
な
ど
、
町
提
出
の
議

案
(
一
十
五
件
、
陳
情
文
書
な
ど
議
会
か
ら
の

五
件
の
報
告
案
件
で
、
請
願
文
書
は
継
続
審

議
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
あ

る
い
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
五
人
が
十
-
一
件
の
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

可
決
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問

の
う
ち
、
お
も
な
も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
。

総
合
振
興
計
画
の

委
託
料
な
ど

一

凡

又

E

h

輔
月

老
人
保
健
事
業
施
行
に
必
要
な
経
費
。

櫛
生
お
よ
び
出
海
診
療
所
の
医
薬
材
料

費
c

本
道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
六
百

万
円
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
四
百
七
十
六
万
六
千
円
。

{
農
林
水
産
業
費
}
農
業
委
員
会
の
研

修
旅
費
。
農
地
流
動
化
奨
励
事
業
、
地

域
養
蚕
集
落
再
編
対
策
事
業
な
ど
の
補

助
金
二
百
三
十
三
万
五
千
円
。
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
国
転
換
促
進
事
業
補
助
金

千
七
百
五
十
八
万
八
千
円
。
辻
農
道
の

舗
装
費
二
百
十
六
万
円
な
ど
。

{
商
工
費
}
青
島
キ
ャ
ン
プ
揚
歩
道
整

備
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

一
土
木
費
}
水
場
地
区
ほ
か
の
改
良
、

補
修
費
三
百
八
十
二
万
五
千
円
な
ど
。

{
災
害
復
旧
費
}
本
年
発
生
し
た
災
害

復
旧
の
た
め
の
経
費
丘
千
九
百
十
八
万

一
千
円
。

ム
宮

言十

第4固定例議会

昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
に
今
川
、

一
億
二
千
八
百
九
十
一
万
六
千
円
が
補

正
き
れ
、
同
会
計
予
算
総
額
は
四
十
億

二
一
千
五
十
六
万

A

J

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
む
も
な
使

い
み
ち
は
、
次
の
通
り
。

{
議
会
費
一
議
員
の
期
末
子
当
な
ど
。

{
総
務
費
}
長
浜
町
総
人
口
振
興
計
画
の

委
託
料
百
二
十
四
万
円
。
陽
だ
ま
り
の

部
屋
の
備
品
購
入
費
一
二
白

a

一
十
一
万
八

千
円
。
除
籍
見
出
海
の
再
製
経
費
百
万

一
衛
生
費
}
在
宅
ψ
」
番
医
制
普
及
定
着

化
事
業
ほ
か
の
負
担
金
百
十
四
万
円
。

漁
港
建
設
事
業

請
負
契
約
の
変
更

昭
和
五
十
七
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改

善
対
策
改
修
工
事
は
、
工
事
内
容
の
変

更
に
よ
り
五

F
一
二
百
十
四
万
五
千
円
、

ま
た
、
沖
浦
漁
港
改
修
工
事
は
経
費
内

訳
の
変
更
で
、
五
千
二
十
四
万
六
千
円

で
株
式
会
社
西
田
興
産
と
変
更
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
苔
口
地
区
道
路
新
設
工
事

西
国
興
産
と
締
結

昭
和
五
十
七
年
度
地
方
改
善
施
設
整

備
事
業
大
谷
口
地
区
道
路
新
設
工
事
は
、

六
千
五
百
九
十
万
円
で
、
株
式
会
社
両

日
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
ふ
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鉄
道

用
地
外
の
道
路
工
事
で
約
三
一
百
日
開
設

す
る
も
の
で
す
。

国
鉄
と
委
託
契
約

を
締
結

大
谷
口
地
区
道
路
新
設
工
事

大
谷
口
地
区
道
路
新
設
工
事
は
、
五

千
四
百
万
円
で
国
鉄
と
委
託
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
鉄
道
用
地
内
の
工
反
で
、
国
鉄
が

設
計
し
、
同
鉄
指
定
業
者
に
施
行
さ
せ

る
も
の
で
、
設
計
料
及
び
工
事
費
は
国

鉄
と
の
協
定
に
よ
り
全
額
負
但
す
る
も

の
で
す
。

陳
情
文
書
を
受
理
採
択

長
浜
町
を
豊
か
に
す
る
会
会
長
松

田
弥
生
氏
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
長

浜
町
体
育
館
の
結
婚
式
使
用
緩
和
に
つ

い
て
」
の
陳
情
文
書
は
受
理
採
択
さ
れ
、

た
だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付
し
て
、
そ

の
主
旨
に
沿
う
よ
う
善
処
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

五
十
六
年
度
会
計
決

算
を
認
定

昭
和
五
十
六
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

一
立
卜
七
年
町
議
会
第
四
同
定
例
会
で

は
、
城
戸
岡
政
雄
氏
、
西
宮
正
幸
氏
、

東
正
行
氏
、
久
井
貞
治
郎
氏
、
小
川
儀

三
郎
氏
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ム
お
も

な
も
の
の
内
円
台
は
次
の
通
り
。

マ
イ
ナ
ス
五
%
シ
l

リ
ン
グ
を
柱
に

ー
昭
和
田
年
度
予
算
編
成

1

城
戸
向
議
員
・
・
国
の
来
年
度
予
算
編

成
は
マ
イ
ナ
ス
シ

l
リ
ン
グ
を
原
則
と

し
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
化
に
あ
る

が
、
当
町
と
し
て
も
こ
の
こ
と
を
認
識

し
、
経
費
節
減
、
事
務
合
理
化
、
見
直

し
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
財
源

の
重
点
的
、
効
率
的
配
分
を
悶
る
な
ど

厳
し
い
姿
勢
で
昭
和
瓦
十
八
年
度
の
予

算
編
成
に
当
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
方
針
で
編
成
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
本
町
に
わ
い
て
も
地
方

交
付
税
や
町
税
の
伸
び
は
望
め
な
い
が
、

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
港
湾
を
紬
と

し
た
一
大
開
発
事
業
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
わ
い
て
英
知
を
結
集
し
、
創
怠
工
夫
、

熱
意
を
も
っ
て
徹
底
し
た
事
務
事
業
の

洗
い
直
し
を
行
い
、
主
要
建
設
事
業
を

除
い
た
建
設
事
業
、
及
び
経
常
経
費
の

マ
イ
ナ
ス
五
%
、
ン

l
リ
ン
グ
を
柱
に
予

算
編
成
を
行
っ
て
、
負
担
金
、
補
助
金
の

メ
ニ
ュ
ー
、
補
助
基
準
の
見
直
し
、
合
理

化
な
ど
を
険
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

料
金
は
四
月
か
ら

八
百
円
に

ー
水
道
改
良
計
画
と
料
金
改
定
1

城
戸
岡
議
員
・
:
上
水
道
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
早
急
に
抜
本
的
改
良
に
者
子

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
基
本
計
画

の
概
要
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る

の
か
。老

朽
化
し
た
既
設
の
配
管
の
取
り
答

え
や
給
水
区
域
の
変
更
な
ど
水
道
施
設

の
改
良
工
事
を
施
行
す
る
た
め
に
は
多

額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
。
現
在
の
ぶ

道
料
金
は
昭
和
丘
十
四
年
四
月
に
改
定

し
た
ま
ま
で
あ
り
、
今
後
水
道
施
設
の

改
良
を
施
行
し
て
、
住
民
の
要
望
に
対

応
す
る
た
め
に
は
水
道
料
金
を
改
定
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

い
つ
ご
ろ
改
定
す
る
の
か
。

県
下
の
同
規
模
の
市
町
村
で
い
く
ら

ぐ
ら
い
か
。
全
国
平
均
は
い
く
ら
か
。

二
宮
町
長
・
・
給
水
医
城
、
計
画
給
水

量
の
条
例
改
正
、
計
画
取
水
量
確
保
の

可
能
川
な
ど
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画

に
必
要
な
基
本
事
項
の
骨
子
の
決
定
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
、
基
本

計
画
、
経
営
変
更
認
可
申
請
書
な
ど
の

作
成
に
は
、
高
度
な
専
門
的
知
識
が
必

要
な
た
め
、
中
央
開
発
怖
に
調
査
設
計

を
依
頼
し
、
現
夜
作
業
中
で
あ
る
。

料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老

朽
化
、
諸
費
用
の
変
動
な
ど
か
ら
経
営
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難
を
き
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
共
性
へ
の
配
慮
か
ら
経
費
節
減
に
よ

る
経
営
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
独
立

採
算
制
を
原
則
と
す
る
公
営
企
業
会
計

を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
対
処
す
る
も

の
で
あ
る
。

料
金
改
定
は
、
丘
ト
八
年
四
月
か
ら

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

本
道
料
金
の
全
国
平
均
は
、
九
百
七

十
三
円
十
銭
、
給
水
人
口
五
千
人

1
一

万
五
千
人
の
ラ
ン
ク
で
は
千
八
十
九
円

六
十
銭
で
あ
る
。
当
町
が
計
画
し
て
い

る
水
道
基
本
料
金
は
八
百
円
を
予
定
し

て
お
り
、
全
国
平
均
か
ら
み
て
も
低
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
県
下
の
状

況
は
、
最
高
が
千
七
百
円
、
最
低
が
四

百
円
で
、
給
水
人
口
の
多
い
都
市
部
が

安
く
な
っ
て
い
る
。
改
定
に
つ
い
て
は

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

早
く
優
良
企
業
の

立
地
を

一)ト♂

ー

開

発

の

推

進

1

西
宮
議
員
:
・
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地

建
設
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

関
心
度
も
強
く
、
構
想
の
実
現
を
待
ち

望
ん
で
い
る
。
こ
の
進
ち
ょ
く
状
況
に

つ
い
て
議
会
に
具
体
的
な
報
告
が
な
く
、

憂
慮
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
年
間
に
構

想
促
進
に
取
り
組
ん
だ
経
過
と
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き

た
い
。二

宮
町
長
:
。
諸
般
の
調
室
研
究
と
港

湾
繋
備
の
問
問
題
、
基
本
計
画
づ
く
り
の

た
め
の
資
料
収
集
な
ど
鋭
意
努
力
を
重

ね
で
い
る
。

し
か
し
、
昨
今
の
経
済
情
勢
下
で
は
、

……、

工
、
平
ル
ギ
i
関
連
の
メ
イ
ン
企
業
の
誘

致
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
企
業
の
種

類
、
貨
物
の
量
、
質
な
ど
が
確
定
で
き

な
い
の
で
、
港
湾
整
備
計
爾
、
都
市
機

能
施
設
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
な
ど

に
つ
い
で
は
、
詰
め
ら
れ
な
い
の
が
実

動
臨
ん
で
あ
る
。

早
く
優
良
企
業
の
立
地
を
決
定
し
、

基
本
酌
な
問
題
を
結
に
つ
け
る
よ
う
、

今
後
も
火
力
楚
電
と
ェ
、
不
ル
ギ
i
関
連

企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

基 高
ム盤工
主整令

警備を
揺を中
逗 iL、

西
宮
議
員
-
-
-
世
界
的
な
経
済
不
況
は

一
向
に
明
る
い
き
ざ
し
を
み
せ
ず
、
本

町
で
も
十
二
月
二
日
に
愛
媛
パ
い
づ
み
が

悶
庖
し
、
高
庖
に
・
お
い
て
は
深
刻
な
状

態
で
あ
る
と
思
う
。
本
町
に
は
四
百
四

卜
八
軒
の
商
業
者
が
い
る
が
、
こ
の
実

態
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
指
導

と
救
済
方
法
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か。
二
宮
町
長
・
:
基
本
的
に
は
、
町
の
振

興
計
画
基
本
構
恕
、
県
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
た
海
自
衛
診
断
報
告
、
県
、
町
、

商
工
会
が
一
緒
に
な
っ
て
作
成
し
た
小

売
商
業
近
代
化
調
査
報
告
書
に
基
づ
い

て
指
導
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

個
々
の
商
自
の
企
業
努
力
と
、
行
政

機
関
、
町
の
指
導
援
助
が
相
ま
っ
て
大

型
小
売
庖
に
対
応
で
き
る
小
売
商
経
営

が
可
能
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
む
り
、

消
費
者
の
ニ

l
ズ
に
こ
た
え
る
商
人
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

近
々
、
商
工
会
、

A
コ
l
プ
、
愛
媛

い
づ
み
を
グ
ル
ー
プ
と
す
る
懇
談
会
を

発
足
さ
せ
る
予
定
で
あ
り
、
商
工
会
を

中
心
に
、
基
盤
整
備
を
順
次
進
め
て
け

き
た
い
。昭

和
六
十
一
一
年
度

完
成
を
目
標
に

ー
第
七
次
漁
港
計
画
の
着
手

1

東
議
員
--e
第
七
次
漁
港
計
画
の
概
要

は
承
知
し
て
い
る
が
、
今
後
厳
し
い
財

政
事
情
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
喜
多
漁

港
に
む
ゆ
り
る
改
修
事
業
を
始
め
、
各
漁

港
に
お
け
る
具
体
的
な
事
業
計
両
は
完

成
す
る
の
か
。
そ
の
見
込
み
は
あ
る
の

よ
M

O
二
宮
町
長
:
・
今
年
度
か
ら
第
七
次
漁

港
整
備
計
画
に
と
り
か
か
っ
て
わ
り
、

国
、
県
を
問
わ
ず
、
厳
し
い
財
政
事
情

に
あ
る
が
、
昭
和
六
十
二
年
度
完
成
を

目
標
に
努
力
い
た
し
た
い
。

早
期
整
備
す
る
よ

う
努
力
を

ー
県
道
長
浜

1
藤
畑
制
緩
i

東
議
員
。
・
・
県
道
長
浜

1
藤
縄
線
の
早

期
改
良
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
定
例
会

で
も
質
問
し
た
が
、
沿
線
住
民
と
し
て

は
非
常
に
関
心
の
高
い
問
明
日
で
あ
り
、

今
一
度
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
う
か

が
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
現
在
、
県
に
引
継
ぎ
を

す
る
た
め
地
元
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
道
路
と
の
境
界
の

設
定
、
測
量
な
ど
を
実
施
し
、
登
記
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

引
継
ぎ
後
は
、
県
営
に
よ
り
改
良
整

備
が
行
わ
れ
る
の
で
、
早
期
に
筆
備
が

な
さ
れ
る
よ
コ
努
力
し
た
い
。

門技
告家術
鷺で、的

産検な
雪討面
諺は
γ 専

久
井
議
員
・
・
・
国
道
三
七
八
号
線
の
う

ち
、
晴
海
か
ら
築
地
を
経
て
警
察
に
エ
十
一

る
駅
前
通
り
は
依
然
と
し
て
幅
員
が
せ

ま
く
、
晴
海
か

ι
海
岸
通
り
の
線
は
カ

ー
ブ
が
多
く
、
早
急
な
改
良
を
望
む
も

の
で
あ
り
、
ム
7

同
の
国
道
改
良
計
画
の

線
形
は
ど
の
よ
う
に
し
て
訣
定
し
た
の

か
。
ま
た
、
肘
地
買
収
は
ど
の
程
度
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

二
{
呂
町
長
回
当
駅
前
付
近
は
せ
ま
い
た

め
こ
れ
を
再
開
発
し
て
、
?
き
る
限
り

現
国
道
に
沿
っ
て
改
良
す
る
c

技
術
的

な
面
は
専
門
家
に
よ
り
十
分
検
討
が
な

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
に
現

線
形
が
決
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ

た
線
形
を
悶
係
者
全
員
に
提
示
し
、
色

人
別
、
各
筆
ご
と
の
凋
査
測
量
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
く
よ
う

f
Mを
求
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
υ

用
地
問
同
一
収
予
定
者
は
十
七
一
戸
で
、
ブ
ザ
一

の
内
約
-
一
分
の
こ
の
皆
さ
ん
に
は
凋
究

測
量
に
向
t

思
し
て
い
た
だ
い
で
い
る

η

改良がまたれる駅前通告j

童
九
重

eq
こ
之
歩
を

平
庁

1
4
f
p臼
μ
}
h
一
ペ
/
心
心
L

寸メ〈

進
め
努
力
を

l
E京
浜
ィ
、
，
中
村
線
の
用
地
取
得
i

久
井
箆
員
・
-a
県
道
長
浜
1
中
射
線
は
、

肱
川
南
岸
道
路
と
し
て
重
要
な
県
道
の

一
つ
で
あ
り
、
接
涜
ず
る
大
和
橋
の
か

け
符
え
工
事
は
完
成
し
た
が
、
つ
け
恨

部
分
か
ら
柿
早
地
区
に
至
る
間
は
い
っ

こ
う
に
改
良
さ
れ
ず
、
車
両
の
通
行
も

普
通
車
以
上
は
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

未
改
良
区
聞
の
惣
瀬
付
近
か
ら
柿
早
に

至
る
ま
で
の
用
地
買
収
は
ど
の
よ
う
な

計
画
で
進
め
で
い
る
の
か
。
現
況
と
今

後
の
見
通
し
並
び
に
こ
の
用
地
買
収
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
買
収
予
定
者
二
十
六
人

中
二
ト
間
人
は
同
意
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
二
人
の
方
に
同
意
し
て
も
ら

っ
て
い
な
い
の
で
、
一
一
H
h
い
十
く
調
査

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
用
地
買
収
の
話
ま

で
進
め
た
い
と
忠
っ
て
い
る
。

福
の
た
も
と
か
る
佐
瀬
地
区
の
区
間

は
、
従
来
か
ら
の
県
予
算
内
ベ
ー
ス
で

考
え
る
と
-
一
(
}
一
二
年
、
惣
瀬
か
ら
大
町

ま
で
の
区
間
も
二

1
三
年
か
か
る
も
の

と
思
う
。
大
町
か
ら
柿
円
十
ま
で
の
区
間

は
、
用
地
買
収
が
終
っ
て
お
り
、
柿
早

か

ι下
流
に
む
け
施
工
中
で
あ
る
o

惣
瀬
地
区
の
測
量
の
同
意
が
得
ら
れ

で
い
な
い
二
人
の
方
に
は
、
積
極
的
に
交

渉
を
進
め
、
県
と
と
も
に
努
力
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
を
含
め

枯
討
努
力
を

ー
昭
和
一
電
工
の
晴
海
用
地
開
発

1

小
川
議
員
--a
晴
海
に
あ
る
大
き
な
空



6 

地
は
、
昭
和
電
工
が
不
履
行
を
し
て
い

ま
だ
に
立
地
が
で
き
て
い
な
い
。
ど
の

よ
う
な
交
渉
を
し
て
き
た
の
か
。
見
込

み
が
な
い
の
な
ら
ど
う
す
る
の
か
。
昭

和
電
工
と
の
と
り
決
め
の
中
で
、
覚
書

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

昭
和
電
工
が
誘
致
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
他
へ
譲
る
な
り
し
て
ほ
か
の
企

業
が
立
地
さ
れ
る
よ
う
な
手
だ
て
を
す

べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
・
覚
書
に
つ
い
て
は
、
工

業
用
地
の
譲
渡
、
公
害
の
防
止
、
従
業

員
の
採
用
、
地
一
光
業
者
の
活
用
な
ど
の

項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
電
工
と

は
再
三
に
わ
た
り
接
渉
し
て
き
で
い
る

が
、
昭
電
前
に
港
が
な
い
こ
と
が
問
題

点
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
冷
え
込
ん
だ
情
勢
の
中
で
は
、

替
わ
り
の
企
業
が
進
出
す
る
状
態
で
は

な
い
が
、
昭
和
サ
ボ
ア
の
労
働
組
合
か

ら
「
町
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
工
場
立

地
に
努
力
し
た
い
し
と
い
う
申
し
出
が

あ
り
、
今
後
と
も
昭
和
電
工
と
の
接
触
、

あ
る
い
は
他
の
企
業
の
誘
致
を
含
め
て

検
討
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

保育自記

将
来
を
予
測
し
な

が
ら
真
剣
に

ー
開
発
基
本
構
想
に

対
す
る
問
題
点
i

小
川
議
員
-
-
-
開
発
基
本
構
想
の
中
で

火
力
発
電
所
の
誘
致
は
私
は
見
込
み
が

な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
電
源
開
発

株
式
会
社
は
、
徳
島
県
の
阿
南
市
の
橘

湾
を
埋
め
立
て
、
百
四
十
万
キ
ロ
勺
程

度
の
も
の
を
造
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、

総
裁
が
知
事
と
市
長
に
会
っ
て
申
し
入

れ
て
い
る
。

L
P
G
の
基
地
は
、
香
川
県
坂
出
市

の
林
田
と
い
う
所
の
塩
田
跡
地
に
タ
ン

ク
も
完
成
し
、
七
月
に
は
操
業
を
始
め
、

四
国
四
県
は
そ
れ
で
ま
か
な
う
こ
と
を

発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
電
源
開

発
株
式
会
社
に
対
し
て
、
誰
と
ど
う
い

う
交
渉
を
し
て
い
る
の
か
。
資
源
工
、
不

ル
ギ
i
庁
の
長
官
に
会
っ
た
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
電
源
開
発
と
の
交
渉
は

し
て
い
な
い
。
電
力
の
誘
致
に
つ
い
て
、

現
在
の
時
点
で
は
、
企
業
の
情
勢
も
た

い
へ
ん
冷
え
込
ん
で
お
り
、
電
力
も
飽

和
状
態
で
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
変
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
将
来
を
予
測
し
な
が
ら
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

な模

1ず索
産らし
業 寸 ア 、
対事努
策化力
1 をし

小
川
議
員
-
-
-
長
浜
町
の
商
業
を
発
展

さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
周
辺
の
農
林
漁

業
関
係
の
収
入
が
増
え
な
け
れ
ば
、
日
間

物
は
売
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
町

は
ど
の
よ
う
な
手
を
打
っ
て
き
て
い
る

の
か
。ミ

カ
ン
問
題
に
し
て
も
、
オ
レ
ン
ジ

が
完
全
自
由
化
に
な
れ
ば
、
み
か
ん
農

家
戸
数
は
半
減
し
、
価
格
は
大
暴
落
す

る
こ
と
な
ど
を
県
青
果
連
が
依
頼
し
た

学
者
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
業
問
題
に
対
し
て
、

具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
-
農
業
に
つ
い
て
は
非
常

に
冷
え
込
ん
で
お
り
、
貿
易
自
由
化
な

ど
の
外
圧
に
よ
っ
て
か
な
り
影
響
を
受

け
て
い
る
。
農
業
は
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
振
興
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

模
索
し
、
努
力
し
な
が
ら
予
算
を
つ
け

て
い
る
。
農
協
の
自
主
性
を
尊
重
し
な

が
ら
町
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、
農
協

が
実
施
し
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

キ
ィ
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
は
、
現
在
十
五

ち
位
で
き
て
お
り
、
価
格
的
に
も
明
る

い
見
通
し
で
あ
る
。
ぶ
ど
う
も
か
な
り

出
荷
し
て
わ
り
、
優
口
問
の
産
地
と
し
て

発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

小
川
議
員
か
ら
助
一
一
百
い
た
だ
い
た
問

題
に
つ
い
て
は
、
農
協
と
町
で
作
っ
て

い
る
協
議
会
で
検
討
し
、
情
勢
を
ふ
ま

え
て
、
長
浜
町
に
何
が
適
切
か
、
何
を
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
ど
を
判
断

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

l月15日執行された愛媛県知

事選挙の結果は次の通りです。

長浜町での選挙結果

(カッコ内は前回分)

ム有権者 9，451人 (9，673人)

ム投票者 7，072人 (6，730人)

ム投票率 74.83% (69.58%) 

ム有効票 7，015票 (6，631票)

ム無効票 57票( 99票)

ム得票(多い順)

白石春樹 4，975票 (4，951票)

菅原辰二 1，659票

元岡稔 381票( 389票)
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ビ
タ
ミ
ン
は

体
の
潤
滑
油

ビ
タ
ミ
ン

C
が
風
邪
に
よ
い
な
ど
、

最
近
は
あ
る
種
の
ビ
タ
ミ
ン
が
病
気
に

効
く
と
い
う
ご
と
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
ブ

ー
ム
が
起
こ
つ
ど
い
ま
ナ
o

ビ
タ
ミ
ン

は
ど
ん
な
働
き
を
す
る
栄
益
素
な
の
で

し
t
う
か
。
ま
た
、
体
に
煎
り
入
れ
る

に
は
と
う
し
た
ら
一
番
よ
い
の

P
し
よ

う
め
。ゎ

J

一γ
」
た
ち
が
、
生
命
活
動
を
営
ん

で
い
く
に
は
、
数
キ
の
栄
長
素
の
助
け

が
必
要
で
す
。

U
L
γ

ミ
ノ
も
そ
の

A

つ。

ド
一
タ
ミ
ン
自
身
は
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
工
、
手
ル
ギ
ー
を

効
率
よ
く
使
う
な
ど
、
体

ω機
能
を
ス

τ亙霊室3

j

j

j

 

引
い
た
ち
同
病
気
に
な
る
と
医
師
を

訪
れ
ま
j

J

そ
し
で
、
現
在
、
あ
る
い

は
数
日
前
か
ら
の
自
覚
情
状
ル
一
活
し

て
診
察
を
受
け
ま
す

U

市
阿
附
は
そ
れ

下
勺
の
訴
え
と
、
弘
一
w
察
や
険
常
い
の
計
川
県
か

ら
診
断
を
下
し
、
治
療
を
開
始
し
ま

す
。
こ
の
向
山
市
状
の
訴
え
は
、
初

め
て
診
察
寺
一
一
式
げ
る
と
き
に
は

非
中
市
に
大
切
な
二
レ
し
会
の
で
す
。

ぜ
き

た
と
え
ば
、
品
問
…
や
咳
が
あ
り
、

勾
体
が
だ
る
い
と
し
ま
す
一

J

止

と
の
か
ぜ
か
も
わ
か
り
士
山
ぜ
ん

し
、
肺
炎
や
結
核
、
子
ど
も
な
ら
ば

麻
疹
一
は

L
か
)
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
ぜ
の
よ
う
な
症

状
?
も
ま
っ
た
く

別
の
病
気
一
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
す

か
へ
山
分
で
判

一一一

ム
i
ズ
に
す
る
り
潤
滑
油
N

の
よ
う
な

働
き
を
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
す
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
特
有
の
症
状
を
侍
っ
た
欠
乏
症
が
起

こ
り
ま
す
。
例
え
ば
ビ
夕
、
之
、
/
A
が
足

り
な
い
と
か
ぺ
暗
盲
症
し
に
、

E
U

が
不
足

す
る
と
「
脚
気
」
と
い
う
具
合
で
す
。

ムノ

H
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ピ
タ
ミ

L

は、

A
、
目
、
出
、

c、
D
、
E
な

ど
、
約
三
十
種
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の

中
に
は
ご
く
少
量
、
体
の
中
で
つ
く
ら

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
八
ど

は
摂
取
主
れ
ま
「
ο

こ
の
上
う
に
ビ
タ
ミ
ン
は
体
の
中
で

つ
く
ら
れ
た
り
、
食
物
に
含
ま
れ
る
自

然
の
栄
養
素
な
の
で
す
が
、
佐
要
性
が

川
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
人
仁
的
に
合

成
、
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

断
し
て
一
か
ぜ
を
ひ
い
た
の
?
す
が
」

と
い
う
か
か
り
方
は
、
正
し
い
か
か
り

か
た
と
は
い
え
な
い
の
で
す
c

で
は
、
ど
う
い
う
か
か
り
方
を

F
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、
症
状
キ
ll

一ずい

き
る
だ
け
く
わ
し
く
話
L
ま
寸
c

た
と

え
ば
発
熱
し
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
、

医
師
の
か
か
り
方

具
体
的
に
症
状
を
説
明
し

川
目
前
か
λ
川
町
の
熱
が
続
い
て
い
る

と
か
、
引
は
ド
が
一
勺
て
い
る
が
夕
方
か

ら
夜
に
か
け
て
完
熟
す
る
。
ま
た
、
咳夫

人

が
出
る
と
け
う
こ
と
に
つ
け
て
も
、
昨
杭

士
リ
出
る
の
か
、
ど
ん
な
と
き
に
咳
が
出

る
の
か
、
山
崎
ぺ
を
す
る
と
撲
が
出
た
り
背

小
や
胸
が
痛
む
と
い
う
よ
う
に
具
体
的

に
訴
し
ま
す
。

T
'
&
i
T
，.
V
A
T
-
?
φ
i
A
 

人
工
的
に
一
一
ソ
く
ら
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
を
、

薬
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る

i
zれ
自
体

は
思
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
る

べ
〈
な
ら
食
物
か
ら
取
り
入
れ
ず
守
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
一
い
と
い
う
の
は
い

ろ
い
ろ
な
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
食
物
を
取
る
こ
と
で
、
ビ
タ
ミ

ン
だ
け

i
しノ

¥

V

i
ノ

丹
、
な
く
、

m

h

/

引
己
一

同

時

に

〔

Y
¥

他
の
栄

養
家
を

パ
一
フ
ン

ス
よ
く

シ」
λぴ
ザ

)

と
に
介
。

る
か
ら

で
す
。
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で き¥らしミ
しる jh1どる
よか潔の問

ま
と
、
都
会
な
と
で
大
き
な
病
院

に
か
か
る
と
き
に
は
、
か
言
に

も
注
意

L
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
地
方
独
特

の
言
い
ま
わ
し
だ
と
、
理

解
さ
れ
に
く
く
、
想
像
F

判
断
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
で
す
。

上
手
な
病
気
の
治
L
方
と
は
、

上
手
仁
医
師
に
症
状
を
説
明
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
む
は

な
い
で
?
)
ょ
う
か
。

保
健
ほ
・
原
問

患

者

の

移

動

病
人
、
ケ
ガ
人
は
、
収
急
車
や
医
師

が
く
る
ま
で
な
る
べ
く
動
か
さ
な
い
方

い
か
上
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ

ー
な
場
合
に
は
、
移
動
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

wv

危
険
な
場
所
に
倒
れ
て
い
る
と
き
(
交

通
量
の
多
い
道
路
、
事
故
を
起
こ
し
た

白
動
車
の
中
、
火
災
現
場
、
ガ
ス
が
充

満
し
て
い
る
剖
尽
な
ど
)

V
狭
い
場
所
に
倒
れ
て
い
て
、
応
急
子

中
l

在
し
た
り
、
安
静
が
保
て
そ
う
も
な

い
と
き
ヘ
ト
イ
レ
、
民
日
場
、
玄
関
な

ど
)患

者
を
移
動
さ
せ
る
前
に
ま
ず
、
移

動
場
析
と
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

経
路
に
あ
る
陣
中
小
川
物
は
取
り
除
い
て
お

き
ま
し
i
う〈

移

動

方

法

〈
一
人
で
行
う
場
合
〉

ト
イ
レ
、
白
動
車
の
中
に
い
る
人
を

持
動
さ
せ
る
に
は
、
ま
ず
外
へ
引
き
出

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
の

中
か
ら
外
ヘ
出
す
と
き
の
よ
う
に
段
差

の
あ
る
場
合
は
、
後
ろ
か
」
九
つ
抱
え
込
ん

で
腕
を
取
り
ま
す
。
ト
イ
レ
か
ら
凶
ド

へ
な
ど
、
段
差
の
な
い
と
き
は
、
広
服

を
つ
か
ん
Fγ
、
引
き
出
』
?
の
が
よ
い
で
し

ょ
λ
ノ
。

次
に
移
動
場
所
で
す
が
、
ベ
ソ
ド
の

上
や
広
く
て
平
ら
な
場
明
へ
同
惜
し
ま
す
。

そ
の
と
き
、
品
川
者
に
意
識
が
あ
っ
て

歩
け
る
よ
う
な
ら
、
百
J
7
一
代
同
ト
ヲ
ぐ
ら
い

で
大
丈
夫
で
す
。
子
ど
も
や
体
重
与
の
軽

い
人
な
ら
抱
い
で
運
び
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
背
負
っ
た
り
、
腰
の
上

に
乗
せ
て
運
ぶ
方
法
も
あ
り
ま
す
。

体
重
の
あ
る
人
を
移
動
さ
せ
る
と
き

は
、
毛
布
や
シ
l
ツ
に
包
み
、
端
を
つ

か
ん
で
引
い
た
り
、
晶
子
宮
冒
す
ず
る
と
き

は
衣
服
を
つ
か
ん
で
仰
向
け
の
状
態
で

引
い
ご
い
き
ょ
す
。

階
段
を
ド
り
る
と
き
は
、
狭
い
所
か

ら
外
ヘ
引
き
出
す
と
き
の
要
領
で
後
ろ

向
き
で
降
り
て
げ
い
き
ま
す
。

〈
二
人
以
上
の
場
合
〉

患
者
の
腕
を
そ
れ
ぞ
れ
の
肩
に
か
け
、

二
人
が
患
者
の
尻
の
下
で
予
を
控
り
合

っ
て
運
ぶ
方
法
は
、
足
に
ケ
ガ
を
し
て

い
る
人
の
移
動
に
役
立
ち
ま
す
。
た
だ

し
、
忠
吉

u-
一
人
の
救
助
者
の
肩
に
千

を
同
い
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

意
識
の
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

一
二
人
、
四
人
で
運
ぶ
と
宍
一
は
両
側
か

ら
忠
省
を
は
さ
ん
で
抱
え
、
頭
側
を
抱

え
て
い
る
人
m
w
A
口
図
で
患
者
を
ひ
ざ
の

上
に
乗
せ
、
全
員
同
時
に
立
ち
上
が
り
、

患
者
の
足
の
方
向
へ
進
み
ま
す
。

移
動
中
は
、
忠
行
の
顔
色
や
呼
吸
の

変
化
に
注
意
し
、
異
変
が
み
ら
れ
た
巳

無
理
を
し
な
い
で
移
動
場
所
を
変
更
し

#
4
7
)

よ
ベ
ノ

ふ
ぐ
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

ふ
ぐ
毒
は
、
肝
臓
、
卵
巣
な
ど
の
内

臓
が
特
に
強
〈
、
ふ
ぐ
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
皮
、
肉
な
ど
も
有
毒
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ふ
ぐ
毒
に
は
、
テ
ト
ロ
ド

ト
キ
、
ン
ン
と
い
う
毒
素
で
、
青
峻
ウ
リ

ウ
ム
の
約
十
倍
の
毒
力
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
完
全
な
解
毒
剤
は
あ
り
ま

せ
八
の
ひ
、
素
人
料
理
は
絶
対
し
な
い

よ
う
注
意
し
空
し
よ
う
。
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口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

町

長

ら

が

巡

視

i
消
防
団
年
末
警
戒
j

十
二
月
二
十
八
円
午
後
九
時
か
ら
、

役
、
浮
出
・
久
保

正
副
消
防
同
長
、

上
国
本
部
長
、
松

岡
大
洲
警
察
副
署

長
ら
が
、
年
末
警

戒
に
あ
た
っ
て
い

る
町
内
十
六
か
所

の
各
分
団
詰
所
を

巡
視
し
、
消
防
同

民
を
激
励
し
て
ま

わ
っ
た
。
年
末
警

戒
は
一
一
-
十
日
ま
で

行
わ
れ
、
火
災
防

L
し
ヲ
)
又
勺
へ
ノ
」
」

0

J
l
き
し
o
j

軍置誼謹霊室翠窓

二
宮
町
長
、
門
田
助

卜一
A

月
一
一
卜
四
日
、
町
体
育
館
で
長
浜
保
育

所
の
閤
児
や
父
兄
あ
わ
せ
て
ι
お
よ
そ
百
一
一
一
十
人

が
参
加
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

日
ご
ろ

練
宵
し

た
歌
や

楽
器
演

奏
の
成

果
を
お

父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
た
ち
の

前
で
披
露
し
た
。
父

兄
た
ち
は
園
児
た
ち

の
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ

る
動
き
に
見
入
っ
て

い
た
。

]口口口口口口口口口口口口口口口

スマス
~

リ
所

々
/
官
同

で
探

川
け
ノ
ド
-lu

踊
寸

や'ヤ八
可
可~ 

O与K6

口口口口口口口口口口口口口口口[

長
浜
保
育
所
で
は
、

ヘ
入
る
閑
児
た
ち

の
た
め
に
、
下
須

戒
の
入
船
好
留
さ

ん
を
指
い
て
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を

開
い
た
。
ハ
ン
カ

チ
の
中
か
ら
キ
ャ

ラ
メ
ル
や
生
き
た

ヘ
ピ
な
ど
が
で
で

き
て
、
園
児
た
ち

は
驚
い
た
り
、
喜

ん
だ
り
し
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

l
開
催

ー
長
浜
保
育
所
1

一
月
七
日
、
つ
一
月
に
卒
園
し
小
学
校

卜
崎
か
ら
は
晒
蝋
和
紙
、
木
炭
、
銅
鉱

が
運
ば
れ
た
。
上
り
荷
は
長
浜
、
大
阪

か
ら
肥
料
、
塩
、
砂
糖
、
雑
貨
、
食
品

な
ど
で
、
こ
の
ご
ろ
は
大
洲
よ
り
活
気

が
あ
り
、
江
湖
の
舟
だ
ま
り
に
は
毎
日

四
十

1
七
十
般
の
川
船
、
十

1
二
十
般

の
内
海
帆
船
が
出
入
し
た
と
い
P
7
0

舟

運
と
と
も
に
海
運
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

明
治
卜
七
・
ト
八
年
に
は
大
阪
商
船
、

宇
和
島
運
輸
が
寄
港
、
明
治
四
十
年
に

は
、
長
浜
の
末
永
田
郎
市
下
が
問
漕
屈
を

開
始
、
高
浜
・
二
一
津
・
二
一
机
線
、
二
一
机
・

宇
口
回
線
を
就
航
さ
せ
た
。
宝
安
丸
の
名

は
、
老
人
の
昔
話
に
よ
く
出
て
く
る
。

明
治
末
期
ご
ろ
は
木
婚
も
盛
ん
に
な
り
、

大
正
の
初
め
に
久
保
田
、
赤
城
の
採
蟻

工
場
が
で
き
た
。
漁
業
も
八
つ
の
漁
業

組
合
が
設
立
さ
れ
、
著
し
い
進
境
を
示

し
た
。長

浜
町
の
躍
進
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

明
治
維
新
の
文
明
開
化
の
波
は
産

一
業
振
興
の
面
に
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

い
わ
ゆ
る
産
業
革
命
で
あ
る
。
長
浜

一
町
で
は
都
市
よ
り
五

1
十
年
位
の
ズ

レ
を
お
い
て
進
展
し
て
い
っ
た
。

養
蚕
業
が
明
治
十
五
年
二
八
八

二
年
)
ド
井
小
太
郎
の
喜
多
郡
長
就

一
任
と
と
も
に
盛
ん
に
な
り
、
長
浜
で

…
も
白
滝
、
豊
茂
を
中
心
と
し
て
明
治

二
十
年
以
後
活
発
に
な
る
。
白
滝
に

は
臼
滝
製
紙
が
明
治
二
十
九
年
、
今
」
一

一
友
舎
が
同
三
十
年
に
設
立
さ
れ
、
二

一
百
数
十
人
の
女
工
、
が
就
業
し
て
に
ぎ

か
&
や
ま

.
や
か
だ
っ
た
と
い
う
。
出
海
の
金
山

一
鉱
山
が
明
治
二
十
七
年
に
、
豊
茂
の

一
山
石
鉱
山
が
同
四
十
一
年
に
大
阪
の

人
石
原
久
之
助
に
よ
っ
て
採
掘
を
開

一
始
、
盛
況
を
極
め
た
と
き
は
、
ど
ち

一
ら
も
一
立
百
人
程
が
従
業
し
て
い
た
。

一
肱
川
の
筏
流
し
も
、
明
治
二
十
年
こ

一
ろ
か
ら
次
第
に
活
発
化

し
、
明
治
一
一
一
十
二
一
年
肱

川
材
木
株
式
会
社
の
設

一
立
、
つ
い
で
大
正
二
年

一
伊
予
木
材
商
会
、
大
正

八
年
伊
予
木
材
株
式
会

社
の
設
立
と
な
る
。
ま

た
道
路
開
通
ま
で
の
長

一
浜
の
交
通
運
輸
の
中
で
、

肱
川
の
川
船
の
役
割
は

一
大
き
か
っ
た
。
明
治
か

一
ら
大
正
に
か
け
て
肱
川

一
沿
い
に
約
二
百
二
十
八

一
般
の
川
船
が
あ
り
、
坂

一
七
、
鹿
野
川
か
ら
林
産

一
物
、
管
出
、
大
洲
か
ら

は
農
産
物
、
内
子
、
五

末永田潜屈の宝安丸
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中
三と

は
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し
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昭
和
五
十
七
年
分
の
、
贈
ら
悦
の
申

告
は
二
月
一
日
か
ら
、
所
得
税
の
確
定

巾
告
は
二
月
十
六
け
か
ら
乏
け
付
け
が

始
ま
り
ま
す
c

申
告
劃
似
は
い
ず
れ
も

三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
以
間
近
に
な

り
ま
寸
と
悦
崎
署
ほ
と
パ
け
へ
ん
混
縫

L

ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
匂
だ
け
早
く

行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
民
税
に
つ
け
一
t
辻
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
で
も
、
長

浜
町
に
住
所
の
あ
る
人
は
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ェL
し
、
ゐ
「
庁
皇
リ
ロ
兄
乃

7
E
l
y
-
L
}
V
】仁

f
ノイ
l
ィ

t
1
η
ν

確

定

申

告

を

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
一
年
間
川

所
得
と
そ
の
悦
烈
央
、
納
税
者
が
自
ら

正
し
く
計
算
し
て
巾
ペ
ハ
L
、
納
税
す
る
と

い
う
申
告
納
税
制
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
中
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
小
合

L
ま
か
っ
た
り
、
正
し
(
な

い
中
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不

足
の
税
令
を
納
め
λ
N
H
J
一
け
で
な
く
、
加

問
税
や
延
滞
税
仁
一
約
め
な
け
れ
ば
会
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
円
ょ
う
字
人
は
所
得
税
の
能
定
申

告
が
必
必
干
し
一
1
0

@
事
業
を
し
で
い
る
人
、
十
動
産
収
入

力
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
な
売
っ
た
人

な
ー
と
で
、
昭
和
五
十
七
年
中
の
所
得
の

合
川
綴
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除

な
ど
の
合
計
傾
を
超
え
る
人
。

@
サ
ラ
リ
ー
マ
J

で
給
与
の
年
収
が

A

千
万
円
を
起
}1
る
入
、
-
一
均
所
以
上
か

ら
給
与
を
一
え
け
で
い
る
人
、
給
与
口
外

の
一
昨
得
が

ε

一
ト
万
円
を
超
え
る
人
。

同
庁
妨
害
か
ら
由
工
け
昔
日
用
紙
や
「
申
日

お
早
め
に

主
目
の
童
聞
き
か
な
ど
が
送
ら
れ
て
い

る
方
は
、
必
ず
そ
の
申
告
書
用
紙
で
申

行
、
)
で
く
だ
さ
い
。
「
申
告
書
の
書
き

か
た
」
会
ど
を
参
考
じ
し
て
、
申
生
門
吉

の
二
面
か
ら
許
い
一
勺
順
に
記
入
し
て
い
く

と
、
所
得
や
税
制
問
釣
計
算
が
簡
単
に
で

き
る
上
う
に
な
っ
て
い
ま
ト
9
1

一
片
山
川
悦
の
納
期
限
も
一
二
月
十
一

ι
uで

す
。
斜
限
内
に
納
税
を
、
治
ま
せ
土

L
ょ

う
。
納
期
限
を
過
き
ま
す
と
、
未
納
税

額
に
対
し
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。
所

得
税
の
便
利
寺
納
税
の
方
法
と
し
て
、

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
阪
間
口
に
よ

っ
ご
鮎
倒
す
る
、
振
替
和
税
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
お
勧
め
し
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
を

お

忘

れ

な

く

F

抱
与
判
例
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
そ
一
一
一
、
財
産
企
も
ら
っ
た
人
に

か
か
る
間
金
で
す
。
昭
和
五
十
七
年
中

に
倒
人
か
ら
も
ら
っ
た
川
必
の
価
額
の

へ
は
討
が
六
卜
万
円
を
担
え
る
と
き
は
、

料
与
税
の
巾
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
納
税
の
州
問
も
中
台
期
限
と
同

じ
一
一
↓
月
十

-K
日
と
な
っ
て
い
ま
す

3

円
μ
火
火
十
4
日

f
-司
又
土
こ

ι↑
二
コ
ロ

l
才
丘
一
メ
ド
闘
で

l
t

町
駅
持
者
辻
、
納
税
h
自
の
み
な
さ
人
か

ら
の
申
告
な
ど
命
直
接
交
け
付
け
て
処

理
す
る
窓
口
で
寸
が
、
い
ろ
い
ろ
な
税

金
の
相
談
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

抗心
j

の
職
員
が
む
符
え
し
て
い
去
す
。

悦
金
ド
い
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
二
と
や

知
り
た
い
三
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
む

近
く
の
税
務
相
火
山
室
や
税
務
署
に
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

3「 Y言受話器はず、れ、まちがい
と受す呑 コ

」日。号 電話に気をつけよう
昔百 ~ 

は 間(- !レ とずべ話凶「故り がを
ず 遠回をうんれてをる問問で最とご H
れ えし指ろどたみよ」遼 l、電近う干IJ こ
や るて止覚でまるくといは話「ご用ょう
聞 もいめえナまと聞い電ながわざいか
逮 となまや。の r支きう話いか話いたら
い にいで、 も話まよがかかしまだ喧
宅一 な も 干 ダ の器すう多」う中す き 報
言舌 つのナイ ががのなくま 7~ ば o t)電
に てがン-+¥.- iiは 調 [0' ( たし:か り話

こ
た
つ
を
出
る
と
き
は

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う

も
め
・
パ
綿
の

ふ
と
ん
は
、
軽

い
ア
ク
リ
ル
系

の
ふ
と
ん
よ
り

保
治
力
が
す
ぐ

れ
て
い
ま
す
。

ア
ァ
リ
凡
系
の

こ
た
つ
ぶ
と
ん
で
も
毛
布
を
併
問
す
る

と
消
賢
電
力
量
が
約
」
一

C
%も
少
な
く

な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
五

0
0り
の
こ
た
つ
を

今
日
八
時
間
使
用
す
る
相
場
合
に
二

O
M川

使
川
電
力
賓
が
減
少
す
る
と
、
一
か
け

に
約
十
二
キ
ロ
勺
時
少
な
く
な
り
ま
す
o

u
と
冬
ウ
約
四
十
八
キ
ロ
ペ
崎
、
石
油

に
し
て
約
十
一
二
日
(
午
乳
ピ
ン
ム
ハ
卜
五

本
八
万
)
相
吋
の
省
工
、
不
ル
ギ
!
と
合
り

品
開
話
し
中
に
な
り
、
大
切
な
緊
♂
の
電

話
も
か
か
ら
な
い

脅
か
け
損
、
時
間
と
お
金
の
ム
ダ

女
お
客
様
、
お
得
意
様
、
知
人
、
友
人

な
と
相
手
に
多
大
の
迷
必

電
話
機
の
周
聞
は
キ
チ
ン
と
摂
理
整

と
ん
、
そ
活
問
自
げ
か
浮
い
て
い
る
場
介
が

あ
り
ま
す

帯
電
話
は
ス
ピ
ー
ド
が
生
命
。
ち
ょ
っ

と
昨
た
さ
れ
て
も
長
f

感
じ
る
も
の
、

ム
ケ
な
/
¥
よ
り
か
か
り
ゃ
す
い
電
話
に

き
る
よ
う
わ
互
い
に
注
意
し
、
ご
協
力

い
た
ど
聖
一
ま
す
よ
う
む
願
い
致
し
主
「
)

か
け
で
い
川
、
か
か
一
っ
て
迷
感
、
間
法

い
電
話

ゲ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
キ
{
一
兄
な
が
ら
正
絡

に
ま
わ
し
ま
し
ょ
う
。

大
洲
電
報
電
話
局

ま
す
。

四
国
電
力

保
険
料
は
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

国

民

年

金

国
民
年
金
の
保
険
料
が
「
社
会
保
険

料
」
と

L
て
、
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
匂

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

今
年
七
昭
和
五
十
と
午
分
の
所
得
に

つ
い
ご
、
確
定
巾
止
円
ず
る
山
川
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
本
人
ゃ
ん
本
件
川
げ
か
支
払

っ
た
国
民
午
金
の
保
険
料
は
、
所
但
同
悦

の
確
定
山
中
告
の
と
き
に
、
申
告
す
る
と

「
社
会
侭
除
料
」
と
し
て
、
所
得
か
ら

差

L
引
か
れ
る
こ
と
一
一
な
り
ま
す
の
で
、

実
引
的
な
減
税
と
な

η
ま

ιc

五
十
七
年
中
の
保
険
料
は
次
の
通
り

で
十
。

①
定
相
保
険
料
十
一
納
め
て
い
る
人

万
四
百
八
ト
円

@
付
加
保
険
料
奇
納
め
て
い
る
人
・
:
六

万
五
千
二
百
八
十
円

詳
し
い
こ
と
は
役
場
、
仕
民
課
に
お
問

い
台
せ
く
だ
き
い
。

加
入
し
ま
し
ょ
う
家
族
そ
ろ
っ
て

交
通
災
害
共
済
に

昭
和
五
十
八
年
度
愛
媛
県
市
町
村
交

通
災
主
共
済
の
加
入
申
込
み
の
時
期
が

き
ま
し
た
c

こ
の
制
度
を
み
ん
な
で
十

分
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
む
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
け

冗
森
林
組
合
は

っ
役
場
分
室
」

長
山
小
川
消
防
署
の
隣
に
あ
る
一
江
森
林

組
合
の
建
物
は
、
こ
と
し
が
ら
名
称
を

「
役
場
分
室
L

I

」
)
ど
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
こ
で
ム
え
い
な
ど
を
行
う
場

九
日
は
、
場
所
乙
に
「
役
場
分
九
一
主
」
会
問
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
わ
願
い
し
ま
宇
c

表
彰

事
事

宮
本
幹
之
進
さ
ん

住
民
活
動
に
功
績

F 、

長
浜
、
一
十
区
の
ん
日
本
幹
之
進
さ
ん
は
、

長
年
に
わ
た
り
「
小
さ
な
鋭
切
運
動
し

を
舟
唱
し
、
住
民
参
加
の
明
る
い
地
域

、
つ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
二
と
に
よ
り
、

ト
二
月
十
六
日
、
宇
和
町
で
開
か
れ
た

昭
和
五
十
七
年
度
資
源
受
護
・
住
民
的
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市)岸本印刷

動
推
進
大
会
の
席
上
、
伊
達
博
愛
媛
県

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
大
洲
地
万

協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
c

稲
垣
交
通
指
導
員

交
通
安
全
に
功
績

日和
門
川

y
rrい
い
「

い
町
人
『
父
通
指
導
員
の
稲
垣
美
恵
子
さ

ん
(
一
一
三
は
、
交
通
安
全
協
力
に
多
大
な

功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
、
十
二
月

二
十
七
日
、
山
下
紀
勝
大
洲
警
察
署
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

昭和同年 2I J 1 11強行(毎月 1日発行)

金
平
さ
ん
が

愛
媛
新
聞
社
賞

第
話
回
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

新
春
一
相
例
の
第
三
一
十
五
回
新
春
囲
碁

将
棋
大
会
が
一
月
四
日
、
役
場
分
室
で

聞
か
れ
、
町
内
外
か
ら
愛
好
者
三
十
五

人
が
参
加
7

)

て
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
c

社
川
県
は
次
の
一
地
り
。

昭和58年 2月号広 報なかはま

[
愛
媛
新
聞
社
賞
〕
松
本
正
志
(
ド
須

戒
)
(
中
央
公
民
館
長
賞
〕
石
田
文
男

一
一
長
浜
)

~
?
也
、
〕
V
い，

A
級
〔
愛
媛
新

r

非

市

ぴ

音

、

聞

社

賞

〕

田

口

次

川
力
(
保
内
町
)
(
人
日
本
義
春
一
大
洲
市
)
〔
中

央
公
民
館
長
賞
〕
杏
波
多
喜
雄
(
肱
川

町
)
マ

B
級
〔
町
一
長
賞
〕
長
岡
稀
猿
(
大

洲
市
)
(
愛
媛
新
聞
社
賞
〕
石
田
熊
八

(
長
鋲
」
(
中
央
公
民
館
長
賞
)
池
浦
繁

利
(
長
浜
)

寄
付
採
納

O
出
海
保
育
所
母
親
ク
ラ

7
・
と
び
箱

六
段
、
パ
ロ
マ
ガ
ス
湯
沸
窓
、
サ
ン

ヨ
ー
ミ
キ
サ
ー
を
山
山
海
保
育
所
へ
c

o
沖
小
山
保
育
所
日
り
の
会
・
ヨ
ド
物
置
ま

ど
し
た
ム
ぞ
ソ
ト
を
沖
ぬ
保
育
所
へ
。

昨φ12

住

所

¥

黒

田

/

仲

浦

¥
出
必

/
長
一
決

¥

豊

茂

/
双
海
町

¥

櫛

生

/
伊
予
市

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

山

口

正

問

(

二

四

)

佐
々
木
千
恵
(
二
問
)

川

上

弘

二

(

二

六

」

酒

井

一

恵

(

二

阿

)

久

保

康

志

(

二

七

)

金
津
ス
ヱ
ノ
(
二
同
一

賓

生

学

(

一

八

一

一

武
領
由
加
里
(
一
八
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

日
年
ロ
月
届
出
分
(
倣
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

仁

久

島

問

千

代

-

長

女

朗

子

沖

浦

松

本

信

一

長

交

典

子

長

浜

会

津

哲

彦

長

女

知

子

人7

坊

橋

岡

正

長

男

正

憲

豊

茂

岡

本

陸

生

長

男

隆

寛

下

須

戒

船

津

一

彦

長

男

烹

司

沖

浦

二

宮

隆

義

長

女

婿

市

山

お
く
や
み

lUlのトノブ u
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下
須
戒

櫛

生

出

海
下
沢
戎

長

浜

仁

久
コi

山
聞
も

長

浜

本 福 行 正 日 池大中
1'-同 111奇[リ里子山本里子
ム ラ
マト 馬朝コ満
ヨ メ 弘 子 美 ヨ子治

(
九
二

(
七
八
)

(
八
七
)

(
八
一
一
)

(
八
二

(
六
六
)

(
八
一
一
)

(八

O
)

「醤歯・h 件四百壬エ ご承知のとおり共同電話 1
尽わ 穴阿司自由[土、 1本の線を 2軒が共用 j
事一軍 ごL、まずの C、HJrの方がお話し中だと使、

- えまぜん l 共同電日目ーをわ持ちの方で、急用の

ぷ存、 F3持3 とき話ができなくてお困りの方が多いようで
盗容笥予す〔

ヨーナ-'"主独電話に変更ご、希望の方は、電話で結構

お気軽に電報電話局へご相談ください。

伊予長浜電報室電話局 TEL 2 - 0 0 0 0番

ですので、

編

集

後

記

一
年
中
で
一
番
実
、
い
季
節
を
迎
え
、

子
が
か

L
か
み
な
が
ら
筆
を
走
ら
せ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
読
ん
だ
本
で
、
高
田

好
胤
主
ん
の

1

心
一
と
勺
7
著
書
の
中
に

次
の
よ
う
な
こ
と
が
古
い
で
あ
り
ま
す
。

白
八
刀
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
し
と
す
る

小
さ
な
利
害
に
と
ら
わ
れ
ず
、
永
遠
な

る
彼
方
、
は
る
か
な
る
彼
方
に
向
っ
て

無
心
に
事
業
を
押
し
進
め
ご
行
く
。
こ

う
い
う
心
が
な
か
っ
た
ら
、
本
弁
の
仕

事
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
そ
う
い
う
人
の
姿
を
み
て
心
か
ら

感
動
す
る
。
こ
の
心
か
ら
感
動
す
る
と

い
う
素
直
な
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
」
。

現
代
は
ス
ト
レ
ス
の
時
代
と
い
わ
れ
、

あ
ま
り
に
も
刺
激
が
多
ず
ぎ
ま
す
。
感

動
す
べ
き
と
き
に
感
動
す
る
と
い
う
、

心
の
素
直
さ
号
待
っ
と
午
き
た
い
べ
も
の

で

す

コ

(

お

)

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の匝Iをつくり、人口をふやしましょう

日
年
ロ
月
届
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(
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称
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住

所
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名
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時
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級
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新
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滝

小

石

玉
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六
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二
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囲
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の
部
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J

i

j
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間

社
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ぃ

品

目
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穂
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一

宮

隆
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二

)
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郎

(

大

洲

市
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金
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室
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戸

長

浜
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中

長

浜

高

橋

ハ

ル

ヨ
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し
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ド
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市
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長

浜

)

出

海

旧

河

彦

之
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(

八

四

)

マ
B
級

〔

町

長

賞

〕

石

川

仁

(

大
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市

)

白

滝

平

出

善
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(

七

五
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1月 1日現在 前月との比較

12，607人 19人減
人口 (男 5.981人) ( 品交護)女 6，623人

世帯数 3，867世帯 3世帯;戚
轍


